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はじめに 

 筆者は 2014（平成 26）年度より砺波高

校に勤務しているが，教員配置の関係から，

初年度は情報の授業を担当することはなく，

2015（平成 27）年は週 2単位時間のみ情報

の授業を担当した。2016（平成 28）年から，

情報の授業を 10 時間担当することとなっ

た。砺波高校の生徒にはどのようなレベル

の情報の授業がよいのか，手探りで確認し

てきた 1年間を振り返り，報告する。 

 

Moodleを使用した授業 

 2008（平成 20）年度に県総合教育センタ

ー調査研究「高等学校における e-ラーニン

グを活用した家庭学習に関する研究」の研

究協力員を務めたことをきっかけに，

Moodleを授業で使うようになった。 

 フォーラム機能を使用した対話，課題の

提出機能，小テスト機能などに魅力を感じ，

前任校では県総合教育センターと富山大学

人間発達科学部の黒田教授の協力を得て，

学校内にMoodleのサーバを設置した。 

 砺波高校では自前の Moodle が使えない

ので，富山大学の黒田教授に依頼し，大学

の Moodle を使用させていただくことにし

た。 

 まず，フォーラム機能で自由に対話する

ことを体験させ，使用方法やモラル等につ

いて確認したのち，以下のことを行った。 

・課題提出機能を使用した，情報モラルセ

キュリティ標語の提出（夏季休業中の課題） 

・投票機能を使用した，学校代表標語を選

出するための投票 

・フォーラム機能を使用した，定期考査や

長期休業中の質問フォーラムの開設 

・質問フォーラムで数式による質問ができ

るよう，TeX の文法に則って数式を入力す

る実習 

 

・小テスト機能を使用した，問題演習 

・富山大学が公開している，Wordや Excel

から Moodle 小テストを作成するツールを

使用した，情報モラルに関する小テストの

作成実習 

 

 

LaTeXを使用した授業 

 Moodle で数式に関するやりとりをする

ために TeXの文法を学習したので，それを

発展させて LaTeX で文書を作成する実習

を行った。 
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 いくつかの大学で公開されている LaTeX

の基本操作テキストを参考に，オリジナル

のテキストを作成して使用した。 

 生徒の自主的な学び合いにより，テキス

トの課題例はほとんどの生徒が完成させる

ことができた。 

 次に，作品制作として，手書きの数学プ

リントを電子化する作業を行った。ある程

度は電子化できたが，手書き特有の表現を

LaTeXで表現することが困難なものがあり，

時間内に完成に至らないものが見られた。 

 

 

Rを使用した授業 

 LaTeXについての書籍を多数出版してい

る三重大学奥村教授の論文において，プロ

グラミングの授業で R を使用することのメ

リットについて述べられていた。 

 現行の学習指導要領より，数学Ⅰに「デ

ータの分析」が設けられ，統計の基礎をす

べての高校生が学んでいる。数学の教科書

には表計算ソフトを用いたデータの分析に

ついて簡単に書かれているが，情報の授業

で Rを使用することにより，コンピュータ

を使用するよさをより感じられるのではな

いかと考え，Rについて扱うこととした。 

 大阪大学の大学院生が TA として学部生

向けの講義に使用した Rについてのスライ

ドが公開されていたので，それをそのまま

授業で使用した。スライドで Rの基本操作

を学んだのち，2016年大学入試センター試

験数学Ⅰのデータの分析の問題で用いられ

た散布図や箱ひげ図の作成実習を行った。

１年間の最高気温と１世帯あたりのアイス

クリームの売り上げの関係，および，東京

と大阪の 1 年間の最高気温の関係を扱い，

散布図には回帰直線も入れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 

Moodle：生徒に小テストの作成をさせたと

ころ，アイデアを出し合い，評価するなど，

主体的・対話的な学習が行われた。 

LaTeX：自前のテキストの内容が盛りだく

さんすぎた。高校数学の内容に限定したテ

キストを作成したい。 

R：箱ひげ図や散布図が簡単にできるので好

評だった。他の言語との違いを考えさせる

場面も取り入れたい。 

 

 今年度は，プログラミング学習サイトを

利用して，さらに深くプログラミングを学

べるよう工夫した授業を行う予定である。 


